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貯法：低温断熱した貯槽に貯蔵する 
吸入ガス  

液液体体窒窒素素（（液液化化窒窒素素））
液液体体窒窒素素  

 

． 組成・性状

 組組成成

組成 1L 中 液体窒素 1L 
 製製剤剤のの性性状状

剤形 吸入ガス剤 
性状 本品は無色の低温液体であり，においはない。 

． 効能又は効果

○気化設備を用いて気化し，日本薬局方窒素として使用

する。

○注射剤の製造に際し，酸化防止のための不活性ガスと

して使用する。

． 用法及び用量

気化設備を用いて気化し，日本薬局方窒素として使用

する。

． 重要な基本的注意

 使用に当たっては，必ずガス名を「医薬品ラベル等」

で確認すること。

 窒素過多の空気を吸入した場合，軽い眩暈・頭痛・

手足のしびれ等の酸欠に伴う症状を呈することがあ

る。このような場合は，清浄な空気の場所に移し，し

ばらく安静にさせること。

 高濃度の窒素を吸入すると意識を失うことがある。

このような場合は，清浄な空気の場所に移し直ちに酸

素吸入又は人工呼吸を行い医師の手当を受けること。

 合成空気を使用して高気圧療法をする際には，窒素

分圧上昇による窒素酔いに留意するとともに，長時間

の高気圧曝露では減圧症の危険があるので注意するこ

と。

． 適用上の注意

 薬薬剤剤調調整整時時のの注注意意
 容器のバルブは静かに開閉する。
 容器は粗暴な取扱いをせず，転倒・転落等に
よる衝撃及びバルブの損傷を防止するために，
安定した床に倒れないように転倒防止措置をし
て立てて使用する。
 ガスの使用は超低温容器から直接使用しない
で，気化設備を経て使用する。
 調整器及び圧力計等は，窒素用のものを使用
する。
 液体窒素の温度は，− ℃と極めて低温であ
るため，凍傷等起さぬように特に注意する。
 液体窒素を建物内で放出してはならない。酸
欠の危険性があるので，換気に十分注意する。
 液体窒素は，気化すると約 倍の体積にな
るため，液を密閉状態にしないよう特に注意す
る。
 液体窒素を取扱うときは凍傷又は傷害防止の
ため革手袋を着用する。
 配管その他の解氷は常温で行う。

 超低温容器の圧力制御装置及び安全弁，破裂
板にみだりに触れない。
 使用後は容器バルブを必ず閉める。 

 
． 薬効薬理

 作作用用機機序序

生理学的には毒性が無く不活性なガスである。 

． 有効成分に関する理化学的知見

一 般 名 液体窒素（ ）

化 学 名 窒 素

分 子 式

分 子 量

性 状

本品は無色の低温液体であり、においはない。

本品 の重量は，温度− ℃，気圧

において である。本品を加温しガス状

としたものは日本薬局方窒素に適合する。

融 点 − ℃

沸 点 − ℃

比 重（気体） 約 （空気＝ ）

． 取扱い上の注意

 消消費費上上のの注注意意

 設備の使用開始時及び使用終了時に異常の有

無を点検するほか， 日に 回以上設備等の作

動状況を点検するとともに定期的にガス濃度，

圧力及び気密を点検する。もし，異常があるとき

は，設備の補修等の危険防止措置を講じる。

 ガガスス漏漏洩洩時時のの注注意意

 容器からガス漏れのある場合は，直ちにバル

ブを閉じてガスの使用を中止する。

 容器安全弁 破裂板 からガスが噴出した場合

は，容器から離れ換気を良くし，販売店に連絡

する。

 貯貯蔵蔵上上のの注注意意

 定定置置式式超超低低温温液液化化ガガスス貯貯槽槽のの場場合合

 標識類は常にきれいな状態にしておく。

 貯槽の周辺の整理整頓を心掛ける。

 バルブの開閉状態は，常に「開」，「閉」を表

示板で表示する。

 安全弁の元弁は常に全開の状態を維持し，ハ

ンドルは回り止めを施し，封印する。

 超低温液化ガスを取扱う時は，常に凍傷又は

傷害防止のため，革手袋を着用する。

 設置場所には関係者以外の立入りを禁止する。

 可可搬搬式式超超低低温温液液化化ガガスス容容器器のの場場合合

 通風良好な状態を保つ。

 容器は粗暴な取扱いをせず，転倒，転落等によ

る衝撃及びバルブの損傷を防止するために，安定

した床に倒れないように転倒防止措置をして立て

て置く。

 容器は，湿気水滴等による腐食を防止する措

置を講じる。

日本標準商品分類番号

承認番号

販売開始

 

2023年 7 月改訂（第 1版）
貯法：低温断熱した貯槽に貯蔵する

吸入ガス

液化窒素
液体窒素

Liquid Nitrogen

日本標準商品分類番号

87799

2024年 7 月改訂（第 2版）
貯法：低温断熱した貯槽に貯蔵する

承認番号 16200AMZ00469000

販売開始 1987 年 4 月



2024年7月改訂（第2版）

貯法：低温断熱した貯槽に貯蔵する 
吸入ガス  

液液体体窒窒素素（（液液化化窒窒素素））
液液体体窒窒素素  

 

． 組成・性状

 組組成成

組成 1L 中 液体窒素 1L 
 製製剤剤のの性性状状

剤形 吸入ガス剤 
性状 本品は無色の低温液体であり，においはない。 

． 効能又は効果

○気化設備を用いて気化し，日本薬局方窒素として使用

する。

○注射剤の製造に際し，酸化防止のための不活性ガスと

して使用する。

． 用法及び用量

気化設備を用いて気化し，日本薬局方窒素として使用

する。

． 重要な基本的注意

 使用に当たっては，必ずガス名を「医薬品ラベル等」

で確認すること。

 窒素過多の空気を吸入した場合，軽い眩暈・頭痛・

手足のしびれ等の酸欠に伴う症状を呈することがあ

る。このような場合は，清浄な空気の場所に移し，し

ばらく安静にさせること。

 高濃度の窒素を吸入すると意識を失うことがある。

このような場合は，清浄な空気の場所に移し直ちに酸

素吸入又は人工呼吸を行い医師の手当を受けること。

 合成空気を使用して高気圧療法をする際には，窒素

分圧上昇による窒素酔いに留意するとともに，長時間

の高気圧曝露では減圧症の危険があるので注意するこ

と。

． 適用上の注意

 薬薬剤剤調調整整時時のの注注意意
 容器のバルブは静かに開閉する。
 容器は粗暴な取扱いをせず，転倒・転落等に
よる衝撃及びバルブの損傷を防止するために，
安定した床に倒れないように転倒防止措置をし
て立てて使用する。
 ガスの使用は超低温容器から直接使用しない
で，気化設備を経て使用する。
 調整器及び圧力計等は，窒素用のものを使用
する。
 液体窒素の温度は，− ℃と極めて低温であ
るため，凍傷等起さぬように特に注意する。
 液体窒素を建物内で放出してはならない。酸
欠の危険性があるので，換気に十分注意する。
 液体窒素は，気化すると約 倍の体積にな
るため，液を密閉状態にしないよう特に注意す
る。
 液体窒素を取扱うときは凍傷又は傷害防止の
ため革手袋を着用する。
 配管その他の解氷は常温で行う。

 超低温容器の圧力制御装置及び安全弁，破裂
板にみだりに触れない。
 使用後は容器バルブを必ず閉める。 

 
． 薬効薬理

 作作用用機機序序

生理学的には毒性が無く不活性なガスである。 

． 有効成分に関する理化学的知見

一 般 名 液体窒素（ ）

化 学 名 窒 素

分 子 式

分 子 量

性 状

本品は無色の低温液体であり、においはない。

本品 の重量は，温度− ℃，気圧

において である。本品を加温しガス状

としたものは日本薬局方窒素に適合する。

融 点 − ℃

沸 点 − ℃

比 重（気体） 約 （空気＝ ）

． 取扱い上の注意

 消消費費上上のの注注意意

 設備の使用開始時及び使用終了時に異常の有

無を点検するほか， 日に 回以上設備等の作

動状況を点検するとともに定期的にガス濃度，

圧力及び気密を点検する。もし，異常があるとき

は，設備の補修等の危険防止措置を講じる。

 ガガスス漏漏洩洩時時のの注注意意

 容器からガス漏れのある場合は，直ちにバル

ブを閉じてガスの使用を中止する。

 容器安全弁 破裂板 からガスが噴出した場合

は，容器から離れ換気を良くし，販売店に連絡

する。

 貯貯蔵蔵上上のの注注意意

 定定置置式式超超低低温温液液化化ガガスス貯貯槽槽のの場場合合

 標識類は常にきれいな状態にしておく。

 貯槽の周辺の整理整頓を心掛ける。

 バルブの開閉状態は，常に「開」，「閉」を表

示板で表示する。

 安全弁の元弁は常に全開の状態を維持し，ハ

ンドルは回り止めを施し，封印する。

 超低温液化ガスを取扱う時は，常に凍傷又は

傷害防止のため，革手袋を着用する。

 設置場所には関係者以外の立入りを禁止する。

 可可搬搬式式超超低低温温液液化化ガガスス容容器器のの場場合合

 通風良好な状態を保つ。

 容器は粗暴な取扱いをせず，転倒，転落等によ

る衝撃及びバルブの損傷を防止するために，安定

した床に倒れないように転倒防止措置をして立て

て置く。

 容器は，湿気水滴等による腐食を防止する措

置を講じる。

日本標準商品分類番号

承認番号

販売開始

 

・容器置場は，錆・腐食を防止するため，水分を

浸入させないようにして，腐食性物質を近くに置

かない。

・水分，異物等の混入による腐食等を防止するた

め，使用済みの容器でも，容器のバルブは必ず閉

めておく。

 容器置場は必ず換気を図る（酸欠防止のため）。

 容器は「高圧ガス容器置場」であることを明示

した所定の場所に，保管する。

 容器は，充塡容器と使用済み容器を区分して置

く。

 種類の異なるガスの容器は区分して置く。

 容器置場には作業に必要な用具以外のものは

置かない。

 容器置場には関係者以外の立ち入りを禁止する。

 移移送送時時のの注注意意

 容器は，直射日光を避け固定して安全に運搬す

る。

． 包装

定置式超低温液化ガス貯槽又は可搬式超低温液化ガ

ス容器

． 主要文献
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． 保険給付上の注意

本剤は保険給付の対象とならない（薬価基準未収載）。

． 製造販売業者等

 製製造造販販売売元元

一般社団法人 日本産業・医療ガス協会

本注意事項等情報を使用している製造販売業者一覧表を以

下に掲載しております。医薬品ラベルにある製造販売業者

名と照合し，ご確認ください。なお 形式には，製造販

売業者一覧表はございません。製造販売業者一覧表をご確

認されたい方は， 形式にてご確認ください。

東京都港区虎ノ門三丁目18番19号
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